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※印刷コスト １部 26円（発行部数 12,000部）※議会だよりは、国会図書館にも送付されています。
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本会議はケーブルテレビ

「かほくチャンネル」で

生中継・録画を見ること

ができます。

委 員 の ひ と り 言

かほく市には、ＮＰＯ法人「ＦＭかほくラジ

オ（78.7MHz）」が災害に備えて、かほく市と津

幡町で緊急割込放送を行っています。

このシステムは、災害時に行政から災害情報

を市民に同ラジオで24時間放送するなど、各地

のＦＭラジオが東日本大震災でも大きな役割を

果しました。

災害時にラジオが身近な情報を素早く伝える

ことが、どれほど頼りになるか改めて感じてい

ます。「ＦＭかほく」には、70人前後のボラン

ティアがパーソナリティーとして参加。この人

数は、全国的にも大変多いものです。

私もパーソナリティーをしています。ぜひ、

聞いて下さい。

（高橋 成典）

３月13日の市長選挙にあわせ、市議会議員

補欠選挙（欠員１名）が告示され、１名が立

候補を届け出しました。

その結果、無投票で丸井一範氏の当選が確

定しました。

第２回定例会のお知らせ

６月14日
10:00～

・本会議（議案説明ほか）
・全員協議会
・予算決算常任委員会

６月21日
10:00～

・本会議（一般質問）

６月23日
9:00～

・総務建設常任委員会
・総務建設分科会

６月24日
9:00～

・市民文教常任委員会
・市民文教分科会

６月28日
13:30～

・予算決算常任委員会

６月30日
10:00～

・本会議（討論、採決ほか）
・全員協議会

日程は、都合により変更となる場合もあります。

議会を傍聴しませんか。
本会議・常任委員会などを傍聴できます。
どのような議論が交わされているのか
ぜひ傍聴においでください。
本会議は30名、常任委員会・全員協議会は8名の定員で

受付順となります。

「議会だより」をスマホで

かほく市議会では、「議会だより」をより
多くの方に読んでいただけるよう、スマート
フォン向け、アプリケーション（アプリ）
「i広報紙」を導入しました。

「i広報紙」というアプリをダウンロード
することで、スマートフォンなどから「議会
だより」を読むことができます。
※アプリのダウンロードは無料で行えますが、通信費

は利用者のご負担となります。

「i広報紙」のダウンロード（無料）方法
iPhoneの方は「App Store」、Androidの方は

「Google play」からダウンロードできます。

ダウンロードページには左記の
二次元バーコードからもアクセ
スできます。
※このアプリは(株)ホープ（福岡市）

が作成したものです。

アプリの閲覧中、広告が表示されますが、その内容

に、かほく市議会は一切責任を負いません。
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新化保育園児とＰＦＵブルーキャッツ選手との記念撮影

議会だよりは
分かりやすい議会の入口！
中に入ってニャ！
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会期／2月19日～3月10日

2016.5.1 2

会 計 名 平成28年度当初予算 平成27年度当初予算 伸び率

一般会計 145億4,000万円 139億6,000万円 4.2%

特

別

会

計

市営バス事業 1,555万円 3,796万円 ▲59.0%

墓地 1,770万円 1,398万円 26.6%

ケーブルテレビ事業 8,880万円 8,750万円 1.5%

国民健康保険 41億円 39億3,000万円 4.3%

後期高齢者医療 3億4,080万円 3億3,340万円 2.2%

介護保険 29億5,200万円 29億9,500万円 ▲1.4%

大海財産区 176万円 196万円 ▲10.4%

企業
会計

水道事業 10億2,210万円 11億1,759万円 ▲8.5%

下水道事業 32億3,292万円 32億3,463万円 ▲0.1%

（人口 34,958人 3月末現在）

項 目 １人あたり予算額

民 生 費 135,716円

公 債 費 79,010円

土 木 費 50,119円

総 務 費 46,073円

教 育 費 35,617円

衛 生 費 34,425円

消 防 費 15,172円

農林水産業費 8,139円

商 工 費 6,073円

議 会 費 4,414円

労 働 費 885円

予 備 費 286円

合 計 415,929円

一般会計の予算では、

市民１人当たり

使われています。

議会だより VOL.503

支 出 金 額 対応する予算

食費 84万円 人件費

生活費（光熱水費・雑費） 182万円
物件費、補助費
維持補修費など

ローンの返済 95万円
公債費

家の増改築 25万円
普通建設事業

子どもへの仕送り 27万円
他会計への繰出金

医療費・介護費 81万円
扶助費

雑支出 1万円
投資及び出資金

定期預金 1万円
積立金

その他の支出 4万円 貸付金など

支 出 合 計 500万円

収 入 金 額 対応する予算

給料 320万円
うち基本給 316万円 市税、地方交付税

うち諸手当 4万円 地方譲与税

パート収入 12万円
使用料及び手数料
分担金及び負担金

雑収入 15万円
諸収入など

親からの仕送り 104万円
国庫支出金、県支出金
地方消費税交付金など

銀行からの借入れ 37万円
地方債（市債）

貯金の取り崩し 12万円 基金繰入金

収 入 合 計 500万円

借入金の残高

貯金の残高

953万円

277万円

市債残高(一般会計分)

基金残高

年間500万円支出する家庭に例え算出してみました。

単純に比較できない部分もありますので、参考としてみてください。

○定住促進住宅用地の積極的な提供 4,373万円

○若者マイホーム取得奨励金 5,400万円

○新婚さん住まい応援事業 1,484万円

○定住促進ＰＲ事業 749万円

（シティプロモーションの展開など）

○哲学館を核とした情報発信 5,725万円

○空き工場把握調査委託 300万円

○創業者支援・特産品開発助成 250万円

など

○小中学校周辺に避難誘導灯の整備 3,400万円

○消防ポンプ自動車の機能強化 1,813万円

○防犯灯ＬＥＤ化の推進 1,704万円

○生活道路維持修繕 22,562万円

（地区要望・区道整備事業補助金含む）

○学校通学路の安全対策の実施 460万円

○自主防災組織の活動支援 347万円

○空家等実態調査及び対策計画の策定 656万円

など

○きめ細かい相談体制の確立

（子ども総合センターの運営） 2,061万円

○不妊不育治療費の助成 1,757万円

○七塚小・外日角小の耐力度調査 1,100万円

○国際交流事業の推進 1,169万円

（姉妹都市メスキルヒ市へ青少年派遣など）

○検診事業の拡充 5,572万円

（新たに歯科検診を追加）

など

○学校を核とした地域力活性化事業の実施

（学校と地域との連携促進） 1,634万円

○住民票等のコンビニ交付の開始【補正】5,618万円

○情報セキュリティ強化対策 9,810万円

○ふるさと納税寄付金事業の拡充 368万円

○市税等のコールセンター活用による徴収強化

（民間コールセンターの活用） 221万円

○公共施設等総合管理計画の策定 900万円

など

活力と賑わいのある魅力あるまちづくり 未来を担う子ども達への支援と生きがいある暮らしの実現

安全で安心して暮らせる生活基盤の整備 将来に向けた地域の協働と持続可能なまちの実現

主 な 重 点 施 策



〔市長提出議案〕

議案番号 議　　案　　名　　等
委員会
付託先

議決結果

議案第１号 平成２８年度かほく市一般会計予算
原案可決

（賛成多数）

議案第２号 平成２８年度かほく市営バス事業特別会計予算

議案第３号 平成２８年度かほく市墓地特別会計予算

議案第４号 平成２８年度かほく市ケーブルテレビ事業特別会計予算

議案第５号 平成２８年度かほく市国民健康保険特別会計予算

議案第６号 平成２８年度かほく市後期高齢者医療特別会計予算

議案第７号 平成２８年度かほく市介護保険特別会計予算

議案第８号 平成２８年度かほく市大海財産区特別会計予算

議案第９号 平成２８年度かほく市水道事業会計予算

議案第10号 平成２８年度かほく市下水道事業会計予算

議案第11号
専決処分の承認を求めることについて

（平成２７年度かほく市一般会計補正予算（第４号））

原案承認

（全会一致）

議案第12号 平成２７年度かほく市一般会計補正予算（第５号）
原案可決

（賛成多数）

議案第13号 平成２７年度かほく市営バス事業特別会計補正予算（第１号）

議案第14号 平成２７年度かほく市墓地特別会計補正予算（第１号）

議案第15号 平成２７年度かほく市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第16号 平成２７年度かほく市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

議案第17号 平成２７年度かほく市介護保険特別会計補正予算（第３号）

議案第18号 平成２７年度かほく市水道事業会計補正予算（第２号）

議案第19号 平成２７年度かほく市下水道事業会計補正予算（第２号）

議案第20号 第２次かほく市総合計画の基本構想及び基本計画の策定について 総合計画

議案第21号
専決処分の承認を求めることについて
(かほく市税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について)

原案承認
（全会一致）

議案第22号 行政不服審査法の全部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

議案第23号 かほく市行政不服審査会設置条例の制定について

議案第24号 かほく市消費生活センター設置条例の制定について 市民文教

議案第25号 かほく市本社機能立地促進のための固定資産税の特例に関する条例の制定について

議案第26号 かほく市公共施設管理基金条例の制定について

議案第27号 かほく市観光振興基金条例の制定について

議案第28号 かほく市空家等の適正管理に関する条例の制定について 市民文教

議案第29号 かほく市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例について

議案第30号 かほく市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

議案第31号 かほく市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について

総務建設

原案可決
（全会一致）

原案可決

（全会一致）

原案可決

（全会一致）

総務建設

予算決算

総務建設

審議された議案と審議結果
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議案第1号 平成２８年度かほく市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○

議案第12号 平成２７年度かほく市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○

議案第32号
かほく市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一
部を改正する条例について

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○

議案第33号
かほく市常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例について
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○

議案第34号
かほく市教育長の給与、勤務時間その他の条件に関する条例
の一部を改正する条例について

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○

議案第40号
かほく市農業委員会委員の定数条例の一部を改正する条例に

ついて
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○

議案第43号
金沢市及びかほく市における連携中枢都市圏形成に係る連携
協約の締結について

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○

※　○ = 賛成　× = 反対　欠 = 欠席　退 = 退席　　杉本正一議員は議長職のため採決には加わりません。

議案番号 議　　案　　名　　等

議員名(議席番号順)

議案番号 議　　案　　名　　等
委員会

付託先
議決結果

議案第32号 かほく市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について

議案第33号 かほく市常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

議案第34号 かほく市教育長の給与、勤務時間その他の条件に関する条例の一部を改正する条例について

議案第35号 かほく市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

議案第36号 かほく市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

議案第37号 かほく市福祉基金条例の一部を改正する条例について

議案第38号 かほく市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について

議案第39号 かほく市学童保育クラブ条例の一部を改正する条例について

議案第40号 かほく市農業委員会委員の定数条例の一部を改正する条例について
原案可決

（賛成多数）

議案第41号 かほく市火災予防条例の一部を改正する条例について

議案第42号 かほく市防災基金条例等を廃止する条例について

議案第43号 金沢市及びかほく市における連携中枢都市圏形成に係る連携協約の締結について 総合計画
原案可決

（賛成多数）

※議案及び審査の主な内容については、１２ページ以降の各常任委員会レポートに掲載しています。

〔議員提出議案〕

発議番号 議　　案　　名　　等
上　程

議決日
議決結果

発議第１号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・増員を求める意見書について 3月10日
原案可決

（全会一致）

原案可決

（賛成多数）

市民文教

総務建設

総務建設

原案可決

（全会一致）

原案可決

（全会一致）

議決結果で賛否が分かれた案件

5 議会だより VOL.50
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度
を

同
列
に
し
て
反
対
し
て
い
る
訳
で
は

な
い
。

全
て
の
国
民
に
番
号
を
割
り
振
り
、

国
民
一
人
ひ
と
り
の
情
報
を
ま
と
め

て
、
国
が
一
括
し
て
管
理
す
る
制
度

の
あ
り
方
の
危
険
性
を
含
め
て
批
判

し
、
反
対
す
る
。

安

達

肇

43
議
案
全
て
に
賛
成
す
る
。

新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
開
会

前
の
予
算
内
示
会
に
て
説
明
を
受
け
、

第
２
次
総
合
計
画
策
定
と
連
携
中
枢

都
市
圏
形
成
に
係
る
２
議
案
に
つ
い

て
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
休

会
中
に
２
度
の
説
明
を
受
け
、
念
入

り
に
審
議
し
て
き
た
。

他
議
案
に
お
い
て
も
、
各
委
員
会
・

分
科
会
に
お
い
て
慎
重
審
議
を
重
ね
、

審
議
過
程
で
の
高
橋
議
員
の
反
対
意

見
に
つ
い
て
も
、
執
行
部
の
説
明
を

受
け
、
議
員
間
で
の
討
論
を
行
っ
た

結
果
、
各
委
員
会
で
の
判
断
は
全
て

原
案
可
決
で
あ
り
、
何
度
討
論
を
重

ね
て
も
意
見
が
全
く
か
み
合
わ
な
い

こ
と
を
残
念
に
思
う
。

特
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
し

て
は
、
共
産
党
と
し
て
「
国
が
一
括

し
て
管
理
す
る
制
度
」
と
批
判
し
て

い
る
が
「
国
に
よ
る
一
元
管
理
」
は

共
産
主
義
そ
の
も
の
で
あ
り
、
批
判

す
る
な
ら
党
名
を
外
す
べ
き
。

猪

村

博

靖

連
携
中
枢
都
市
圏
に
係
る
連
携
協

約
の
締
結
に
つ
い
て
賛
成
の
立
場
で

申
し
上
げ
る
。

か
ほ
く
市
は
、
合
併
前
も
一
生
懸

命
協
議
を
重
ね
、
平
成
16
年
３
月
１

日
の
合
併
後
も
、
執
行
部
、
議
会
、

市
民
の
皆
様
も
懸
命
に
努
力
を
し
て
、

今
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
全
国

ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

高
橋
議
員
は
、
こ
れ
も
失
敗
と
お
っ

し
ゃ
る
の
か
。

こ
の
金
沢
市
を
中
心
都
市
と
す
る

４
市
２
町
は
、
同
じ
生
活
圏
、
同
じ

経
済
圏
の
中
で
、
よ
り
良
く
な
ろ
う
、

よ
り
発
展
し
よ
う
と
い
う
目
的
の
た

め
に
締
結
す
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し

て
「
合
併
の
代
替
措
置
」
で
は
な
い
。

そ
れ
を
全
く
無
視
す
る
よ
う
な
発
言

は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。

反
対
に
際
し
「
我
が
党
は
」
と
の

表
現
を
さ
れ
る
が
、
共
産
党
の
党
利

党
略
が
ち
ら
ち
ら
と
見
え
る
こ
と
を

指
摘
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

議案に対して３氏が討論討 論

討論の文章は、本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反
対

全
議
案
に
賛
成

2015.5.1 ６

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と

夜
勤
改
善
・
増
員
を
求
め
る
意
見
書

国
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
医

療
・
介
護
現
場
は
深
刻
な
人
手
不
足
と

な
っ
て
お
り
、
労
働
実
態
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
。
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
を
実
現
す
る
た
め
に
も
医
師
・
看
護

師
、
介
護
職
員
の
増
員
や
夜
勤
改
善
を

含
む
労
働
環
境
の
改
善
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

国
に
お
い
て
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
を
実
現
す
る
た
め
に
、
医
師
・
看

護
師
、
介
護
職
員
の
増
員
、
夜
勤
改
善

を
図
る
次
の
対
策
を
講
ず
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

一
、
看
護
師
な
ど
夜
勤
交
替
制
労
働
者

の
深
夜
労
働
時
間
の
短
縮
や
十
分
な

勤
務
間
隔
を
保
持
す
る
な
ど
、
労
働

環
境
を
改
善
す
る
こ
と
。

二
、
医
師
・
看
護
師
、
介
護
職
員
な
ど

を
増
員
す
る
こ
と
。

三
、
安
定
的
な
財
源
を
確
保
し
た
上
で
、

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
実
現

す
る
こ
と
。提

出
議
員

多
々
見

武

賛
成
議
員

高
橋

成
典

多
々
見
邦
次

寺
内

照
雄

金
子

猛

（
全
員
賛
成
）

金
沢
市
と
の
連
携
に
賛
成

Ｑ

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
下
げ
を
求
め
る
。

市
は
、
平
成
22
年
か
ら
25
年
ま
で

の
４
年
間
で
、
一
般
会
計
か
ら
３
億

３
２
０
０
万
円
の
基
準
外
繰
り
入
れ

を
行
っ
た
。
こ
れ
を
復
活
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

Ａ
油
野
市
長

一
般
会
計
か
ら
の
基

準
外
繰
り
入
れ
は
、
税
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
で
き
な
い
。

引
き
下
げ
る
と
い
う
よ
り
も
何
と

か
、
こ
れ
以
上
値
上
げ
し
な
い
よ
う

に
取
り
組
む
。

質

問

２

空
き
家
対
策
な
ど
に
助
成
を

導
入
に
向
け
て
検
討
す
る

Ｑ

県
内
で
は
七
尾
市
や
中
能
登
町

で
も
倒
壊
の
危
険
性
の
あ
る
空
き
家

の
所
有
者
に
、
修
繕
や
解
体
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
実
施
す
る
。

市
も
先
進
事
例
を
踏
ま
え
解
体
費

用
の
助
成
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
。

Ａ
森
田
市
民
部
長

空
き
家
解
体
な

ど
の
助
成
制
度
は
、
全
国
的
に
も
、

県
内
の
事
例
か
ら
見
て
も
、
危
険
な

空
き
家
の
解
体
を
進
め
る
上
で
、
非

常
に
有
効
な
制
度
で
あ
る
。
導
入
に

向
け
て
検
討
す
る
。

質

問

３

中
学
校
で
も
35
人
学
級
を

習
熟
度
別
少
人
数
学
級
で

対
応
す
る

Ｑ

国
に
先
ん
じ
て
市
独
自
に
、
小

学
６
年
生
ま
で
35
人
学
級
を
実
施
し

て
き
た
こ
と
は
大
い
に
評
価
で
き
る
。

今
後
は
中
学
校
で
も
35
人
学
級
を

段
階
的
に
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
の
予
算
は
い
く
ら
必
要
か
。

Ａ
遠
田
教
育
長

中
学
校
で
は
、
35
人
以
下
学
級
よ

り
、
習
熟
度
別
少
人
数
授
業
が
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

県
の
施
策
に
よ
り
習
熟
度
別
少
人

数
に
対
応
す
る
教
員
を
配
置
し
、
学

力
向
上
に
向
け
た
き
め
細
か
な
指
導

を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

中
学
校
は
、
教
科
担
任
制
で
あ
り
、

１
ク
ラ
ス
増
え
た
場
合
、
単
に
１
人

の
教
員
配
置
で
は
対
応
で
き
ず
、
複

数
名
の
教
科
担
任
が
必
要
と
な
る
。

講
師
１
人
当
た
り
の
賃
金
と
社
会

保
険
料
で
、
約
３
８
０
万
円
の
経
費

が
見
込
ま
れ
る
。

質

問

４

文
化
協
会
の
補
助
増
額
を

発
表
機
会
の
充
実
と

情
報
発
信
に
努
め
る

Ｑ

文
化
協
会
の
補
助
金
は
、
平
成

16
・
17
年
度
は
年
間
１
８
０
万
円
。

こ
の
間
に
10
％
削
減
さ
れ
、
現
在

は
１
６
２
万
円
。
こ
れ
で
は
文
化
の

振
興
や
文
化
の
花
香
る
ま
ち
づ
く
り

と
い
っ
て
も
余
り
に
も
少
な
過
ぎ
る
。

増
額
す
べ
き
で
は
な
い
か

Ａ
教
育
長

全
て
の
団
体
に
補
助
金

の
１
割
カ
ッ
ト
を
お
願
い
し
た
。

発
表
の
機
会
を
充
実
さ
せ
、
活
動

情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

国
保
税
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
し
て
引
き
下
げ
を

税
の
公
平
性
か
ら
繰
り
入
れ
は
で
き
な
い
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質 問 １



Ｑ

新
幹
線
が
開
業
し
一
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
市
の
取
り

組
み
な
ど
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
の

か
。

Ａ
油
野
市
長

新
幹
線
開
業
に
あ
わ

せ
、
道
の
駅
高
松
と
西
田
幾
多
郎
記

念
哲
学
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
、
道
の
駅
高
松
に
お

い
て
、
新
幹
線
開
業
前
と
開
業
後
の

比
較
で
は
、
利
用
客
数
で
５
％
、
売

上
高
で
は
９
％
増
加
し
た
。

西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学
館
に
つ
い

て
も
展
示
場
の
来
場
者
数
は
、
開
業

後
で
25
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

市
内
の
主
な
宿
泊
施
設
で
の
宿
泊

者
数
は
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
１
年
間
と
、
平
成
27
年
の
同

期
間
で
は
23
％
増
え
た
と
お
聞
き
し

て
い
る
。

新
幹
線
の
開
業
効
果
は
金
沢
市
内

だ
け
で
は
な
く
、
当
市
へ
も
少
し
ず

つ
、
交
流
人
口
の
増
加
と
い
う
形
で

効
果
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

新
幹
線
効
果
を
持
続
さ
せ
、
さ

ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
、
定
住
促

進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
今
後
ど
の
よ

う
な
方
針
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ
市
長

今
後
は
、
マ
マ
目
線
で
市

の
子
育
て
支
援
策
や
住
宅
取
得
支
援

を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

ま
た
、
全
国
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
第
９
位
や
働
く
世
代
が
住
み
や
す

い
ラ
ン
キ
ン
グ
第
４
位
な
ど
の
高
い

評
価
も
活
用
し
、
大
都
市
圏
か
ら
の

移
住
を
含
め
、
さ
ら
な
る
定
住
促
進

施
策
の
情
報
発
信
に
取
り
組
む
。

県
内
外
か
ら
の
交
流
人
口
、
定
住

人
口
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
よ
う
進
め

て
い
く
。

質

問

２

長
期
財
政
計
画
を
策
定
せ
よ

現
時
点
の
財
政
見
通
し
を
策

定
し
た

Ｑ

か
ほ
く
市
の
長
期
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
構
想
、
基
本
計
画
が
議

案
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
立
派

な
計
画
も
、
財
源
の
裏
打
ち
が
な
く

て
は
絵
に
描
い
た
餅
で
あ
る
。

こ
の
計
画
に
連
動
し
た
財
政
計
画

を
策
定
す
る
考
え
が
な
い
か
。

Ａ
市
長

10
年
間
の
合
併
特
例
期
間

の
終
了
に
伴
う
普
通
交
付
税
の
減
額

措
置
や
か
ほ
く
市
特
有
の
財
政
事
情

に
加
え
、
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
社

会
保
障
関
連
経
費
の
増
額
な
ど
、
市

を
取
り
巻
く
環
境
は
以
前
に
も
増
し

て
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
中
期
財
政
計
画
を
延

長
す
る
形
で
、
収
支
の
見
通
し
、
市

債
や
基
金
の
残
高
見
込
み
、
主
な
財

政
指
標
の
試
算
な
ど
を
取
り
ま
と
め
、

現
在
進
め
て
い
る
調
査
や
検
討
結
果

に
よ
り
、
事
業
費
や
実
施
時
期
が
決

ま
る
事
業
も
あ
る
が
、
今
後
10
年
間

の
長
期
財
政
計
画
を
策
定
し
た
。

新
幹
線
開
業
効
果
を
持
続
さ
せ
る
今
後
の
取
り
組
み
は

市
の
魅
力
や
定
住
促
進
施
策
の
情
報
発
信
に
取
り
組
む

利用客数が増加した「道の駅高松」
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質 問 １

Ｑ

現
在
、
市
内
で
民
間
活
力
を
生

か
し
た
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
し
、
障
害
者
の
方
に
と
っ
て
暮
ら

し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る
。

現
在
の
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
施
設
及
び
利
用
状
況
は
。

ま
た
、
現
状
の
課
題
と
今
後
の
見

通
し
を
問
う
。

Ａ
油
野
市
長

現
在
、
市
内
に
整
備

さ
れ
て
い
る
施
設
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
４
カ
所
、
就
労
支
援
事
業
所
が

５
カ
所
、
児
童
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
が
１
カ
所
と
な
っ
て
お
り
、
近

隣
市
町
に
比
べ
施
設
の
充
実
が
図
ら

れ
て
い
る
。

相
談
支
援
人
数
に
つ
い
て
も
、
平

成
19
年
度
の
52
人
か
ら
平
成
26
年
度

は
２
０
３
人
と
増
加
し
、
施
設
の
充

実
だ
け
で
は
な
く
、
相
談
し
や
す
い

環
境
と
の
両
立
に
よ
り
、
障
害
者
の

方
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
域

の
皆
様
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
も

の
の
、
福
祉
施
設
な
ど
で
作
業
を
す

る
福
祉
就
労
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移

行
が
進
ま
な
い
状
況
で
あ
り
、
障
害

者
雇
用
に
つ
い
て
の
環
境
整
備
が
さ

ら
に
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
は
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
必
要

な
支
援
を
行
い
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に

取
り
組
む
。

質

問

２

総
合
戦
略
の
取
り
組
み
は

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

事
業
に
磨
き
を
か
け
る

Ｑ

総
合
戦
略
に
基
づ
い
て
予
算
化

さ
れ
た
事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え

の
も
と
で
計
上
し
た
の
か
。

Ａ
市
長

こ
れ
ま
で
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
定
住
促
進
や
交
流
人
口

の
拡
大
な
ど
、
現
在
の
流
れ
を
緩
め

る
こ
と
な
く
取
り
組
む
べ
き
事
業
に

つ
い
て
は
で
き
る
限
り
予
算
を
計
上

し
た
。

Ｑ

今
後
見
込
ま
れ
る
事
業
展
開
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
総
合
戦
略
の
進
め

方
や
取
り
組
み
方
針
は
。

Ａ
市
長

基
本
的
に
は
、
関
係
自
治

体
と
の
連
携
が
必
要
な
事
業
、
様
々

な
分
野
の
業
界
と
の
連
携
に
よ
り
効

果
が
生
ま
れ
る
事
業
な
ど
、
事
業
の

方
向
性
や
実
施
の
効
果
を
慎
重
に
判

断
し
た
上
で
予
算
を
計
上
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
、
当
初
予
算
で
の
計
上

を
見
送
っ
た
。

全
国
的
な
地
方
創
生
の
流
れ
に
遅

れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
重
点
施
策
を
さ
ら
に
磨
き

上
げ
な
が
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
地
域
産
業
の
活
性
化
、
少
子
・

高
齢
化
対
策
な
ど
に
十
分
に
配
慮
し
、

市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
活
性
化
に
向

け
た
事
業
に
適
時
適
切
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
見
通
し
は

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
う

市内の就労支援事業所
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Ｑ

全
国
的
に
少
子
・
高
齢
化
が
進

み
、
市
で
も
例
外
で
な
く
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
。

後
期
高
齢
者
の
３
人
に
１
人
は
認

知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
言

わ
れ
て
お
り
、
誰
し
も
が
な
り
得
る

病
気
で
あ
る
認
知
症
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
、
各
自
治
体
が
競
争
し
て
地

域
資
源
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。

市
で
は
『
医
療
と
介
護
の
お
助
け

便
利
帳
』
を
作
成
し
、
新
聞
に
も
そ

の
記
事
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
冊
子
が

区
長
・
町
会
長
の
も
と
に
配
付
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
冊
子
の
内
容
で
は
、

認
知
症
・
軽
度
認
知
障
害
の
予
防
が

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

認
知
症
予
防
に
は
、
認
知
症
と
脳

ト
レ
、
認
知
症
と
歯
の
関
係
、
認
知

症
と
生
活
習
慣
病
の
関
係
、
有
酸
素

運
動
と
認
知
症
予
防
、
筋
ト
レ
で
の

認
知
症
予
防
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

今
後
、
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
も

盛
り
込
ん
で
も
ら
い
た
い
。

Ａ
油
野
市
長

市
で
は
昨
年
度
、
町

会
区
長
会
連
合
会
な
ど
の
地
区
組
織

を
は
じ
め
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
関

係
者
及
び
事
業
所
な
ど
の
関
係
機
関

な
ど
の
代
表
者
が
参
集
す
る
「
地
域

ケ
ア
推
進
会
議
」
の
中
で
、
認
知
症

の
進
行
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
地
域

資
源
の
紹
介
や
、
認
知
症
の
方
や
ご

家
族
の
方
の
心
構
え
と
対
応
例
を
示

し
た
『
か
ほ
く
市
版
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
』
を
作
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
通
じ
て
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
は
認
知
症
に
限
定

せ
ず
、
地
域
の
医
療
、
介
護
機
関
の

連
携
体
制
の
構
築
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
市
内
の
医
療
、
介
護
関

係
者
と
連
携
し
て
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
在
宅
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要

な
情
報
と
し
て
『
高
齢
者
医
療
と
介

護
の
お
助
け
便
利
帳
』
と
題
し
た
地

域
の
医
療
、
介
護
の
資
源
リ
ス
ト
マ
ッ

プ
を
作
成
し
た
。

こ
の
リ
ス
ト
マ
ッ
プ
は
、
医
療
、

介
護
事
業
所
な
ど
の
情
報
リ
ス
ト
や

マ
ッ
プ
、
生
活
支
援
情
報
を
盛
り
込

ん
で
冊
子
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

市
内
の
単
身
高
齢
者
世
帯
は
も
ち
ろ

ん
、
町
会
区
長
会
連
合
会
、
地
区
老

人
ク
ラ
ブ
、
地
区
の
民
生
委
員
な
ど
、

地
域
で
お
世
話
さ
れ
て
い
る
団
体
に

配
布
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

認
知
症
の
方
の
み
な
ら
ず
認
知
症

予
防
も
含
め
、
提
案
の
あ
っ
た
認
知

症
地
域
資
源
マ
ッ
プ
と
比
べ
て
も
決

し
て
劣
る
も
の
で
は
な
く
、
充
実
し

た
内
容
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
市
の
資
源
マ
ッ
プ
な
ど

を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
認
知
症
、

在
宅
医
療
、
介
護
に
当
た
っ
て
い
る

ご
家
族
の
方
々
に
適
切
な
支
援
を
し

て
い
く
。

認
知
症
地
域
資
源
マ
ッ
プ
に
予
防
の
内
容
を
充
実
さ
せ
よ

市
で
作
成
し
た
「
便
利
帳
」
は
充
実
し
た
内
容
で
あ
る

高齢者医療と介護のお助け便利帳など
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質 問 １

Ｑ

若
者
の
投
票
率
が
低
下
傾
向
の

中
、
有
権
者
が
投
票
し
や
す
い
環
境

を
一
層
整
備
し
、
投
票
率
の
向
上
を

図
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

７
月
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か

ら
選
挙
権
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

有
権
者
一
人
ひ
と
り
に
着
目
し
た
さ

ら
な
る
投
票
機
会
の
創
出
や
利
便
性

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

と
期
日
前
投
票
所
の
拡
充
に
向
け
た

検
討
が
あ
る
の
か
を
問
う
。

Ａ
油
野
市
長

選
挙
権
年
齢
の
18
歳

へ
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
約
８
０
０

人
の
有
権
者
が
増
え
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
若
年

層
を
対
象
と
し
た
積
極
的
な
啓
発
を

行
っ
て
き
た
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
看

護
大
学
の
学
園
祭
で
、
県
選
挙
管
理

委
員
会
と
連
携
し
、
選
挙
ブ
ー
ス
を

設
け
、
若
者
の
選
挙
啓
発
を
行
っ
た
。

今
後
は
、
中
学
生
を
対
象
に
模
擬

投
票
の
実
施
な
ど
積
極
的
な
啓
発
活

動
の
展
開
を
考
え
て
お
り
、
選
挙
管

理
委
員
会
と
連
携
し
、
効
果
的
な
啓

発
を
実
施
で
き
る
よ
う
後
押
し
す
る
。

期
日
前
投
票
所
の
拡
充
の
計
画
は
、

経
費
、
効
率
性
を
考
え
、
選
挙
管
理

委
員
会
で
の
検
討
を
見
守
る
。

質

問

２

「
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」

の
取
り
組
み
は

地
域
防
災
計
画
の
中
で
充
実

強
化
を
図
っ
て
い
く

Ｑ

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
機
に

施
行
さ
れ
た
国
土
強
靱
化
基
本
法
で

は
、
市
町
村
は
国
土
強
靱
化
地
域
計

画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
記

さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
き

て
も
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

市
の
取
り
組
み
問
う
。

Ａ
市
長

基
本
的
に
都
道
府
県
や
市

区
町
村
の
単
位
と
な
っ
て
い
る
。

対
象
と
な
る
災
害
は
大
規
模
な
自

然
災
害
と
さ
れ
、
一
つ
の
自
治
体
だ

け
で
は
十
分
に
対
応
し
切
れ
な
い
場

合
に
は
、
関
係
す
る
地
方
自
治
体
や

国
、
県
な
ど
と
の
協
力
が
必
要
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

防
災
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
は
、

国
の
防
災
基
本
計
画
や
県
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
を
受
け
、
昨
年
12
月

に
市
地
域
防
災
計
画
を
改
正
し
た
。

ま
ず
は
市
地
域
防
災
計
画
の
さ
ら

な
る
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
が
先
決

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
防
災
基
本

計
画
の
内
容
を
十
分
に
調
査
し
、
近

隣
自
治
体
や
国
の
動
向
な
ど
を
注
視

し
て
い
く
。

投
票
率
向
上
と
期
日
前
投
票
所
の
取
り
組
み
を
問
う

効
果
的
な
啓
発
を
実
施
で
き
る
よ
う
後
押
し
す
る
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◎
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
条
例
の

一
部
改
正

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
公
選
制

か
ら
市
長
の
選
任
制
に
変
更
と
な
り
、

農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
を
12
名
に

変
更
す
る
。
ま
た
、
新
た
に
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
10
名
を
選
任
し
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
な
ど
に
向
け
た

地
域
活
動
を
実
施
す
る
も
の
。

寺
内
委
員

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
選
任
基
準
は
あ
る
か
。

上
野
産
業
振
興
課
長

農
業
委
員
会
委
員
の
う
ち
定
数
の

過
半
数
を
認
定
農
業
者
か
ら
選
定
す

る
こ
と
、
ま
た
、
推
進
委
員
は
概
ね

農
地
面
積
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
き
１

人
を
配
置
す
る
な
ど
、
国
の
基
準
に

基
づ
き
選
任
す
る
。

◎
専
決
処
分
の
承
認

（
税
条
例
の
一
部
改
正
す
る
条
例
の

一
部
改
正
）

個
人
番
号
利
用
の
取
扱
い
の
一
部

見
直
し
に
よ
り
、
市
民
税
な
ど
の
減

免
申
請
時
に
個
人
番
号
の
記
載
を
不

要
と
す
る
も
の
。

◎
行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改
正
に

よ
り
、
市
の
情
報
公
開
条
例
、
個
人

情
報
保
護
条
例
及
び
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
条
例
に
規
定
す
る
手
続

な
ど
、
新
た
な
行
政
不
服
審
査
法
と

の
整
合
を
図
る
も
の
。

◎
行
政
不
服
審
査
会
設
置
条
例
の
制

定
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
第
三
者

に
よ
る
審
査
機
関
「
か
ほ
く
市
行
政

不
服
審
査
会
」
を
設
置
す
る
も
の
。

◎
本
社
機
能
立
地
促
進
の
た
め
の
固

定
資
産
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

制
定県

の
地
域
再
生
計
画
で
指
定
さ
れ

て
い
る
市
内
対
象
区
域
内
に
、
本
社

機
能
の
移
転
に
よ
り
、
施
設
の
新
設

な
ど
を
実
施
し
た
認
定
事
業
者
に
対

し
、
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
を
設

け
る
も
の
。

◎
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

人
事
評
価
制
度
の
導
入
に
伴
い
、

人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
公
表
事
項

の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
。

◎
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
り
、

家
庭
用
の
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

や
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
付
こ
ん
ろ
な
ど
が

流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
可

燃
物
な
ど
と
の
間
に
、
設
け
る
べ
き

火
災
予
防
上
の
安
全
な
距
離
な
ど
を

定
め
る
も
の
。

2016.5.1 12

総
務
建
設
常
任
委
員
会

委

員

長

坂
井

正
靱

副
委
員
長

板
谷

悦
郎

委

員

猪
村

博
靖

寺
内

照
雄

竹
内

幹
雄

金
田

正
信

多
々
見
邦
次

農
業
委
員
会
委
員
が
市
長
の
選
任
制
に
変
更

お
も
な
審
査
内
容

（
所
管
事
項
含
む
）

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

総
務

建
設

常
任

委
員
会

◎
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
施
行
に
伴
い
、
不
適
切

な
管
理
状
況
に
あ
る
空
家
な
ど
で
、

市
民
の
生
命
や
財
産
に
危
害
が
及
ぶ

お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、
市
が
必
要
最

小
限
度
の
応
急
措
置
が
で
き
る
規
定

を
設
け
る
も
の
。

ま
た
、
空
家
な
ど
の
適
正
管
理
に

関
し
、
必
要
事
項
を
調
査
・
審
議
す

る
空
家
等
対
策
審
議
会
を
設
置
す
る

も
の
。

高
橋
委
員

審
議
会
委
員
の
構
成
、
空
家
な
ど

に
関
す
る
対
策
計
画
の
策
定
時
期
は
。

池
田
防
災
環
境
対
策
課
長

委
員
の
構
成
は
、
福
祉
・
法
務
・

不
動
産
・
建
築
に
関
す
る
学
識
経
験

者
の
ほ
か
、
警
察
・
消
防
職
員
、
地

域
の
代
表
者
で
構
成
す
る
。

対
策
計
画
は
、
平
成
28
年
度
中
に

審
議
会
に
て
協
議
し
策
定
す
る
。

◎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の

制
定消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

自
治
体
の
組
織
運
営
及
び
情
報
の
安

全
管
理
に
つ
い
て
、
内
閣
府
令
で
定

め
る
基
準
を
参
考
に
し
て
条
例
を
制

定
す
る
も
の
。

◎
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
弔
慰
金

の
支
給
対
象
と
な
る
遺
族
の
範
囲
に

つ
い
て
、
一
定
条
件
を
満
た
す
兄
弟

姉
妹
を
追
加
す
る
も
の
。

安
達
委
員

災
害
に
よ
る
行
方
不
明
者
の
死
亡

認
定
の
取
り
扱
い
は
。

防
災
環
境
対
策
課
長

通
常
の
行
方
不
明
者
の
場
合
は
、

不
明
期
間
の
７
年
が
要
件
と
さ
れ
て

い
る
が
、
災
害
救
助
法
の
適
用
な
ど

を
受
け
た
災
害
の
場
合
は
３
ヶ
月
後

か
ら
認
定
さ
れ
、
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

◎
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
改

正
高
松
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
入
会
者

数
の
増
加
に
伴
い
、
同
一
施
設
内
で

第
１
・
第
２
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
分

割
し
、
適
正
な
規
模
で
の
ク
ラ
ブ
運

営
を
実
施
す
る
も
の
。

高
橋
委
員

児
童
１
人
当
た
り
の
基
準
面
積
は

定
ま
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
の
定
員
は
。

丸
井
子
育
て
支
援
課
長

児
童
１
人
当
た
り
の
基
準
面
積
は

１
・
65
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
第

１
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
面
積
53
・
６

平
方
メ
ー
ト
ル
で
定
員
が
32
名
。

第
２
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
面
積
96
・

４
平
方
メ
ー
ト
ル
で
定
員
が
58
名
と

な
る
。

議会だより VOL.5013

条

例

制

定

で

空

き

家
対

策

を

推

進

！

市
民
文
教
常
任
委
員
会

委

員

長

多
々
見

武

副
委
員
長

金
子

猛

委

員

別
宗

明
敏

杉
本

成
一

安
達

肇

高
橋

成
典

お
も
な
審
査
内
容

（
所
管
事
項
含
む
）

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

市
民

文
教

常
任

委
員
会

高松学童保育クラブ(愛遊館)



議
会
定
例
会
初
日
の
２
月
19
日
に

議
案
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
経
て
各

議
案
の
詳
細
な
審
査
を
分
科
会
で
行

い
、
３
月
７
日
に
両
分
科
会
で
の
審

査
内
容
の
報
告
を
受
け
、
採
決
を
行
っ

た
。

竹
内
委
員

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
特
産
品

を
拡
充
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
。

虎
谷
総
務
課
長

平
成
28
年
度
か
ら
は
ネ
ッ
ト
申
請

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
を
導
入
し
、
利

便
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
返
礼
す

る
地
元
の
特
産
品
も
拡
充
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

今
後
は
、
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

板
谷
委
員

農
業
従
事
者
が
減
少
し
て
い
る
状

況
を
考
え
る
と
、
た
め
池
改
修
に
伴

う
受
益
者
の
負
担
金
は
過
大
と
な
っ

て
い
な
い
か
。

上
野
産
業
振
興
課
長

事
業
を
行
う
際
に
は
、
事
前
に
地

元
住
民
と
十
分
に
協
議
を
行
い
、
理

解
を
得
な
が
ら
計
画
的
に
進
め
て
い

る
。

金
田
委
員

近
年
、
降
雪
量
も
減
少
傾
向
に
あ

る
の
で
、
消
雪
設
備
の
統
合
や
廃
止

を
検
討
し
、
井
戸
掘
削
に
つ
い
て
は

必
要
性
を
十
分
検
討
す
る
べ
き
。

大
西
産
業
建
設
部
長

消
雪
設
備
を
点
検
し
、
必
要
揚
水

量
を
確
保
す
べ
く
井
戸
の
清
掃
や
二

重
管
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

の
維
持
改
修
に
つ
い
て
も
、
井
戸
の

状
況
や
必
要
性
を
精
査
し
て
い
く
。

猪
村
委
員

拡
充
予
定
の
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム

の
観
測
内
容
と
気
象
予
測
は
。

澤
野
消
防
課
長

気
象
予
測
の
機
能
は
な
い
が
、
平

均
風
速
、
10
分
間
の
最
大
瞬
間
風
速
、

雨
量
、
気
圧
、
気
温
、
湿
度
な
ど
を

計
測
し
て
い
る
。

平
成
28
年
度
に
３
ヶ
所
で
雨
量
計

を
増
や
し
、
局
所
的
ゲ
リ
ラ
豪
雨
を

早
期
に
把
握
し
、
迅
速
に
対
応
す
る
。
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総
務
建
設
分
科
会

３
月
３
日
開
催

総
務
建
設
分
科
会

ふ
る
さ
と
納
税
さ
ら
に
拡
充
す
べ
き

市
民
文
教
分
科
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
業
開
始

お

も

な

質

疑

総務建設分科会 審査案件

内容 平
成
27
年
度
か
ほ
く
市
特
別
会
計
・
事
業
会
計
補
正
予
算

（
市
営
バ
ス
事
業
・
墓
地
・
水
道
・
下
水
道
）

内容 平
成
27
年
度
か
ほ
く
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

内容 専
決
処
分

平
成
27
年
度
か
ほ
く
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

平
成
28
年
度
か
ほ
く
市
特
別
会
計
・
事
業
会
計
予
算

（
市
営
バ
ス
・
墓
地
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
大
海
財
産
区
・
水
道
・
下
水
道
）

内容 平
成
28
年
度
か
ほ
く
市
一
般
会
計
予
算

・
事
業
実
績
に
伴
う
精
算
補
正

・
事
業
実
績
に
伴
う
精
算
補
正

・
１
月
24
日
か
ら
の
豪
雪
に
伴
う
除
雪
な
ど
に
係
る
経
費

・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
事
業
の
拡
充

・
老
朽
た
め
池
整
備
事
業

【
※
予
算
の
内
容
は
２
・
３
ペ
ー
ジ
】

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

予
算

決
算

常
任

委
員
会

杉
本
成
一
委
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
業

に
よ
り
、
学
校
や
地
域
に
影
響
が
あ

る
の
か
。

折
戸
生
涯
学
習
課
長

地
区
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
学
校
運
営
協
議
会
で
、
学

校
や
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
対

応
を
協
議
し
、
学
校
と
地
域
が
連
携

し
て
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

各
学
校
単
位
で
特
色
の
あ
る
取
り

組
み
を
期
待
し
て
い
る
。

別
宗
委
員

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
作
成
す
る

紙
芝
居
の
活
用
方
法
は
。

藤
島
市
民
生
活
課
長

消
費
生
活
サ
ー
ク
ル
「
ひ
だ
ま
り
」

と
連
携
し
て
、
市
独
自
の
紙
芝
居
を

作
成
し
、
幼
児
・
児
童
な
ど
年
齢
に

応
じ
た
金
融
教
育
を
実
施
し
て
い
く
。

高
橋
委
員

う
み
っ
こ
ら
ん
ど
七
塚
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
サ
ー

ビ
ス
低
下
と
な
ら
な
い
か
。

ま
た
、
議
会
と
し
て
行
政
評
価
で

提
案
し
た
、
入
館
料
の
無
料
化
に
向

け
て
の
検
討
は
。

生
涯
学
習
課
長

博
物
館
で
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
昔
の

生
活
を
学
ぶ
場
と
し
て
の
利
用
は
当

然
維
持
し
な
が
ら
、
屋
外
の
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
の
運
営
に
民
間
手
法
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
利
便
性
を
向
上

さ
せ
た
い
。

ま
た
、
入
館
料
の
無
料
化
に
つ
い

て
も
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
併

せ
て
検
討
す
る
。

金
子
分
科
副
会
長

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
関
す
る
支
援

制
度
の
詳
細
は
。

池
田
防
災
環
境
対
策
課
長

公
道
な
ど
を
２
分
の
１
以
上
撮
影

す
る
な
ど
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

に
、
上
限
10
万
円
で
設
置
費
用
の
２

分
の
１
を
補
助
す
る
制
度
や
飲
料
用

の
自
動
販
売
機
を
活
用
し
た
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
の
取
り
組
み
が
あ
り
、
周

知
し
て
い
く
。

議会だより VOL.5015

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委

員

長

金
田

正
信

副
委
員
長

猪
村

博
靖

委
員

議
長
を
除
く
11
名

市
民
文
教
分
科
会

３
月
２
日
開
催

お

も

な

質

疑

市民文教分科会 審査案件

内容 平
成
27
年
度
か
ほ
く
市
特
別
会
計
補
正
予
算

（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
）

内容 平
成
27
年
度
か
ほ
く
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

平
成
28
年
度
か
ほ
く
市
特
別
会
計
予
算

（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
）

内容 平
成
28
年
度
か
ほ
く
市
一
般
会
計
予
算

・
人
事
異
動
な
ど
に
伴
う
職
員
人
件
費

・
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
料

・
福
祉
巡
回
バ
ス
ル
ー
ト
変
更
経
費

・
中
学
校
の
教
科
書
改
定
経
費

・
学
校
を
核
と
し
た
地
域
力
活
性
化
事
業
の
実
施

・
空
家
等
実
態
調
査
及
び
対
策
計
画
の
策
定

【
※
予
算
の
内
容
は
２
・
３
ペ
ー
ジ
】

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

指定管理を検討(うみっこらんど)



平
成
27
年
第
４
回
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

閉
会
中
も
含
め
、
４
日
間
の
審
査
を

経
て
、
３
月
７
日
採
決
を
行
っ
た
。

【
第
２
次
か
ほ
く
市
総
合
計
画
】

「
基
本
構
想
」
お
よ
び
「
基
本
計
画
」

「
主
要
事
業
（
具
体
的
取
り
組
み
）
」

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
基
本
構
想
】

長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像

を
設
定
す
る
も
の
で
、
基
本
理
念
や

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
、
将
来
都
市
構

造
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
基
本
計
画
】

基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
必

要
と
な
る
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

内
容
を
、
７
つ
の
基
本
方
針
に
よ
り

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
主
要
事
業
（
具
体
的
取
り
組
み
）
】

基
本
計
画
で
示
し
た
７
つ
の
基
本

方
針
ご
と
の
方
向
性
を
よ
り
具
体
的

に
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
・
課

題
や
実
施
方
針
、
主
要
事
業
の
詳
細

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

板
谷
委
員

○
育
児
を
し
て
い
る
主
婦
層
に
対
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
自
宅
に
居

な
が
ら
収
入
増
に
な
る
施
策
を
展

開
し
、
定
住
促
進
を
進
め
よ
。

○
農
地
バ
ン
ク
制
度
を
取
り
入
れ
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
。

○
特
産
６
品
目
の
地
産
地
消
を
。

金
田
委
員

○
民
間
に
よ
る
宿
泊
施
設
の
誘
致
を
。

坂
井
委
員

○
県
一
番
の
健
康
づ
く
り
の
ま
ち
を

掲
げ
、
医
療
費
の
抑
制
を
。

寺
内
委
員

○
地
域
の
公
民
館
、
集
会
所
を
活
用

し
た
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
。

高
橋
委
員

○
多
世
代
の
市
民
が
、
入
浴
な
ど
を

通
し
て
交
流
で
き
る
施
設
を
。

多
々
見
武
委
員

○
公
共
施
設
な
ど
の
跡
地
に
つ
い
て
、

利
活
用
の
検
討
を
。
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特 別 委 員 会 レ ポ ー ト

総
合
計
画
・
連
携
中
枢
都
市
圏

特
別
委
員
会

基本理念 『海とみどりに抱かれた、にぎわいあふれるまち』
～人が集い、人を育み、そして発展を続けるまち～

１）地域が一体となって支える 健康・福祉のまちづくり

２）創造力といきがいをはぐくむ 教育・文化のまちづくり

３）安全でうるおいのある暮らしを支える 生活基盤の充実したまちづくり

４）地域の発展と活力を支える 機能的な都市基盤が整ったまちづくり

５）様々な産業が育ち、地域の個性を創出する元気なまちづくり

６）市民がともにふれあう 連携・交流のまちづくり

７）地方分権時代に相応した 「自主・自立」の行政運営の確立

基本方針

主

な

意

見

・

提

言

【
連
携
中
枢
都
市
圏

連
携
協
約
】

金
沢
市
・
白
山
市
・
か
ほ
く
市
・

野
々
市
市
・
津
幡
町
・
内
灘
町
の
４

市
２
町
の
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
維

持
や
、
安
心
や
快
適
な
暮
ら
し
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
圏
域
を
形
成
す
る

た
め
、
「
石
川
中
央
都
市
圏
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
、
目
的
達
成
の
た
め
、

連
携
を
図
る
も
の
で
す
。

高
橋
委
員

中
枢
都
市
圏
の
連
携
協
約
に
つ
い

て
、
金
沢
市
と
５
市
町
の
そ
れ
ぞ
れ

が
協
約
の
締
結
を
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
何
か
意
味
が
あ
る
の
か
。

油
野
市
長

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
金
沢
市
と

連
携
し
、
お
互
い
が
プ
ラ
ス
に
な
る

も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。

議
会
で
連
携
が
必
要
な
い
と
判
断

し
た
場
合
は
、
当
然
止
め
る
こ
と
に

な
る
。

今
、
か
ほ
く
市
が
金
沢
市
と
連
携

し
な
い
こ
と
を
選
択
し
た
場
合
、
定

住
促
進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お

い
て
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
。

安
達
委
員

こ
の
連
携
協
約
の
圏
域
が
今
後
広

が
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

山
口
企
画
情
報
課
長

金
沢
市
へ
の
通
勤
・
通
学
な
ど
、

生
活
圏
と
し
て
の
条
件
が
あ
る
。

連
携
す
る
し
な
い
は
、
金
沢
市
が

ど
こ
ま
で
の
圏
域
で
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
か
と
い
っ
た
判
断
に
な
る
。

杉
本
成
一
委
員

夜
間
診
療
を
含
め
た
地
域
医
療
の

充
実
な
ど
、
か
ほ
く
市
単
独
で
は
、

で
き
な
い
こ
と
を
金
沢
市
と
連
携
し

て
行
う
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

心
配
な
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
連

携
に
係
る
市
の
負
担
で
あ
る
。

企
画
情
報
課
長

市
と
し
て
連
携
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

を
十
分
見
極
め
、
サ
ー
ビ
ス
に
応
じ

た
負
担
割
合
に
つ
い
て
、
金
沢
市
と

十
分
に
協
議
し
、
ま
た
議
会
に
も
相

談
し
な
が
ら
事
業
に
取
り
か
か
る
。

(

追
記)

議
会
閉
会
後
の
３
月
28
日
に
、
日
本

海
側
で
初
と
な
る
６
市
町
で
の
連
携

協
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

議会だより VOL.5017

総
合
計
画
及
び
連
携
中
枢
都
市
圏

に
関
す
る
特
別
委
員
会

委

員

長

猪
村

博
靖

副
委
員
長

板
谷

悦
郎

委
員

議
長
を
除
く
11
名

特 別 委 員 会 レ ポ ー ト

主

な

質

疑

石川中央都市圏ビジョンの概要



選
挙
権
の
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
若
者
の
政
治
参

加
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
立

看
護
大
学
に
お
い
て
、
学
生
か
ら
率

直
な
ご
意
見
を
聞
き
、
今
後
の
活
動

の
参
考
と
す
る
た
め
に
開
催
し
ま
し

た
。

杉
本
正
一
議
長
の
あ
い
さ
つ
で
開

会
し
、
杉
本
成
一
議
会
運
営
委
員
長

が
議
会
の
仕
組
み
を
説
明
し
、
若
者

へ
の
政
治
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
生
で
つ
く
る
「
ワ
ク

ワ
ク
健
康
サ
ー
ク
ル
」
の
皆
さ
ん
が
、

地
元
住
民
も
交
え
た
勉
強
会
や
市
民

へ
の
歩
数
計
の
貸
し
出
し
な
ど
で
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

学
生
か
ら
は
「
市
民
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
機
会
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
」

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
だ
け

で
な
く
、
活
動
の
場
や
情
報
発
信
が

必
要
だ
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
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活
発
な
意
見
が
飛
び
交
う

県

立
看

護
大

学
で
開

催

看護大生の取り組み紹介

大
学
周
辺
の
買
い
物
が
不
便

Ｑ
看
護
大
生

現
在
、
大
学
近
く
の

ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
ま
す
。

近
く
の
ス
ー
パ
ー
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、
買
い
物
が
た
い
へ
ん
不
便

な
状
況
で
あ
り
ま
す
。

Ａ
議
員

以
前
、
大
学
近
く
に
ス
ー

パ
ー
進
出
の
話
も
あ
っ
た
が
、
最
終

的
に
木
津
地
内
で
開
店
し
た
経
緯
が

あ
る
。

高
齢
者
の
方
に
は
、
福
祉
巡
回
バ

ス
の
ル
ー
ト
を
、
ス
ー
パ
ー
を
回
る

よ
う
変
更
し
、
対
応
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
学
生
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

福
祉
巡
回
バ
ス
は
時
間
の
関
係
で
利

用
す
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

新
た
な
ス
ー
パ
ー
進
出
の
話
も
、

耳
に
す
る
。
誘
致
に
向
け
て
努
力
し

た
い
。

国
道
の
歩
道
拡
幅
を

Ｑ
看
護
大
生

Ｊ
Ｒ
高
松
駅
を
利
用

し
て
大
学
に
通
っ
て
い
ま
す
。

国
道
を
歩
い
て
い
る
際
、
特
に
冬

場
の
積
雪
時
に
は
、
歩
道
が
歩
け
な

く
車
道
を
歩
い
て
い
る
人
が
多
く
、

危
険
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ａ
議
員

現
在
、
市
で
は
看
護
大
学

前
の
国
道
を
含
む
高
松
地
内
の
歩
道

拡
幅
に
つ
い
て
、
地
元
町
会
や
県
、

国
の
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
て

お
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
着
手
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
議
会
と
し
て
、
し
っ

か
り
要
望
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

防
犯
灯
の
設
置
を

Ｑ
看
護
大
生

大
学
か
ら
帰
る
時
、

遅
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
、
駅
ま
で
近
道
を
通
る
と
場
所
に

よ
っ
て
は
、
防
犯
灯
が
な
く
怖
い
と

感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
議
員

危
険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、

町
会
な
ど
と
協
議
の
上
、
防
犯
灯
の

設
置
を
市
に
対
し
て
要
望
し
て
い
き

た
い
。

議会だより VOL.5019

国道159号(高松地内)

議
会
と
意
見
交
換

し
て
み
ま
せ
ん
か

議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
と

自
由
に
情
報
及
び
意
見
を
交
換

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
政
の

更
な
る
発
展
、
議
会
の
活
性
化

を
目
指
し
、
議
会
報
告
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

議
会
と
の
意
見
交
換
を
ご
希

望
さ
れ
る
団
体
等
、
お
い
で
ま

し
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

か
ほ
く
市
議
会
事
務
局

電
話

２
８
３
‐
７
１
２
６

学
生
か
ら
の
意
見
・
要
望


